
巻
之
百
十

　
戦
国
時
代
、
長
船
鍛
冶
は
長
船

の
地
で
作
刀
し
て
い
た
だ
け
で
は

な
く
、
棟と

う
り
ょ
う梁

の
も
と
、
工
房
ご
と

に
、
赤
松
家
、
浦
上
家
、
尼
子
家
、

宇
喜
多
家
、
三
村
家
な
ど
の
近
在

す
る
各
大
名
の
お
抱
え
と
な
り
、

敵
味
方
と
な
っ
て
、
戦
場
で
の
刀

剣
の
修
繕
や
作
刀
を
行
な
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
長
船
鍛
冶
の
祐す

け
さ
だ定
は
、
室
町
時

代
中
期
（
今
か
ら
５
５
０
年
ほ

ど
前
）
か
ら
代
々
「
祐
定
」
を

通
り
名
と
し
て
続
い
た
刀
工
一

族
で
す
。

　
刀
工
銘
鑑
を
見
る
と
現
代
ま
で

に
約
１
３
０
人
も
の
祐
定
が
い
た

よ
う
で
す
。兄
弟
、親
戚
、弟
子
な
ど
、

祐
の
字
を
冠
し
た
刀
工
は
さ
ら
に

多
く
、
日
本
一
の
刀
工
一
族
と
い

え
ま
す
。
そ
の
た
め
現
存
す
る
刀

諸
将
が
愛
し
た
祐
定
の
刀

　
そ
の
他
、
黒
田
官
兵
衛
の
孫
で

あ
る
忠
之
が
所
持
し
た
と
い
う
脇

指
も
祐
定
の
作
（
個
人
蔵
）
で
現

存
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
同
時
期
に
活
躍
し
た
、
尼
子
十

勇
士
の
山
中
鹿し

か
の
す
け介
所
持
と
刻
さ
れ

て
い
る
祐
定
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
臣
秀
頼
と
徳
川
家
康
の
二

条
城
で
の
会
見
時
、
秀
頼
の
ボ

デ
ィ
ー
ガ
ー
ド
と
し
て
付
き
添
っ

て
い
た
加
藤
清
正
が
懐
に
忍
ば
せ

刀
匠
と
名
将
シ
リ
ー
ズ　

１

祐
定
と
黒
田
官
兵
衛

て
い
た
の
も
祐
定
の
短
刀
（
熊
本

県
本
妙
寺
蔵
）
で
し
た
。

　
瀬
戸
内
市
長
船
町
出
身
の
小
説

家・土
師
清
二
の
『
江
戸
城
炎
上
』

で
の
剣け

ん
げ
き戟
（
刀
剣
に
よ
る
戦
い
）

の
シ
ー
ン
に｢

永
正
祐
定｣

の

刀
が
登
場
し
、
倉
敷
市
出
身
の
本

山
荻
舟
の
『
名
剣
士
名
刀
匠
』
で

も
永
正
祐
定
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
祐
定
は
、
こ
う
し
た
小
説
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
知
名
度
が

あ
っ
た
刀
工
の
一
族
で
す
。

備
前
お
さ
ふ
ね
刀
剣
の
里
で
行
な
わ
れ
る
古
式
鍛
錬
（
上
）
／  
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
の
館
内
展
示
（
下
）

剣
の
中
で
、
最
も
多
く
の
作
品
が

残
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
祐
定
は
、
作
刀
の
た
め
に
一
族

郎
党
で
大
工
房
を
形
成
し
、
戦
国

大
名
か
ら
の
特
別
注
文
を
受
け
つ

つ
、
足
軽
用
の
大
量
生
産
品
も

作
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
注
文

打
ち
と
数
打
ち
と
多
岐
に
わ
た
る

作
風
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
名
声
に
あ
や

か
っ
て
江
戸
時
代
初
期
頃
か
ら
す

で
に
偽
物
が
制
作
さ
れ
流
布
し
、

祐
定
の
銘
が
刻
さ
れ
た
作
品
は
な

お
さ
ら
多
く
な
り
ま
し
た
。

黒
田
官
兵
衛
の
愛
刀
「
安あ

た
き
ぎ
り

宅
切
」

　
戦
国
大
名
と
し
て
伸
張
し
て
い

く
黒
田
官
兵
衛
の
所
持
し
た
愛
刀

の
中
に
、
祐
定
の
作
刀
し
た
も
の

で
す
。
そ
の
拵
は
、
国
宝
の
「
へ

し
切
長
谷
部
」
の
拵
の
デ
ザ
イ
ン

の
基
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
有

名
で
す
。「
安
宅
切
」
は
祐
定
の

作
と
し
て
は
必
ず
し
も
上
作
（
優

れ
た
も
の
）で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

黒
田
官
兵
衛
が
所
持
し
、さ
ら
に
、

淡
路
の
武
将
・
安
宅
河
内
守
を
討

ち
取
っ
た
刀
と
し
て
、「
安
宅
切
」

と
号
ま
で
つ
い
て
お
り
、
世
に
一

振
り
し
か
な
い
刀
で
す
。
現
在
、

福
岡
市
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い

ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

｢

刀　

銘　

備
州
長
船
祐

定｣

と
い
う
指さ

し
お
も
て表
（
刀
の

外
側
）の
銘
の
横
に
は「
あ

た
き
切　

脇
毛
落
」
と

金き
ん
ぞ
う
が
ん

象
嵌
（
彫
っ
た
部
分
に

金
を
は
め
こ
む
技
法
）
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
刀
は
、
刀
身
よ
り

も
拵こ

し
ら
え

（
外
装
）
が
貴
重

で
国
指
定
さ
れ
た
も
の
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10
月
1
日
か
ら
、
水
痘
（
水
ぼ

う
そ
う
）
と
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

感
染
症
の
予
防
接
種
が
定
期
予
防

接
種
に
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
平
成
26
年
度
に
水
痘
予

防
接
種
、
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予

防
接
種
の
対
象
と
な
る
人
に
は
、

個
別
通
知
を
す
る
予
定
で
す
。

　
対
象
と
な
る
人
の
中
に
は
、
誕

生
日
に
よ
っ
て
定
期
予
防
接
種
と

し
て
受
け
ら
れ
る
期
間
が
限
ら
れ

て
い
る
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

♥
水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
予
防
接
種

▽
対
象

　
生
後
12
月
か
ら
生
後
36
月
に
至

る
ま
で
の
間
に
あ
る
人

▽
経
過
措
置　
平
成
26
年
度
に
限

　
り
、
生
後
36
月
か
ら
生
後
60
月

　
結
核
は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て
発

生
す
る
わ
が
国
の
主
要
な
感
染
症

の
一
つ
で
、
毎
年
新
た
に
２
万

人
以
上
の
患
者
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

結
核
は
、
空
気
感
染
を
起
こ

し
、肺
の
内
部
で
結
核
菌
が
増
え
、

咳せ
き

、
痰た

ん

、
呼
吸
困
難
な
ど
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
肺

以
外
の
腎
臓
、
骨
、
脳
な
ど
身
体

の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
結
核
菌
に
感
染
し
た
場

合
、
必
ず
し
も
す
ぐ
に
発
症
す
る

わ
け
で
は
な
く
、
体
内
に
留
ま
っ

た
後
、
再
び
活
動
を
開
始
し
、
発

症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
免
疫
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
と
き

は
、結
核
菌
が
再
び
活
動
を
始
め
、

発
病
し
や
す
い
状
態
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。抵
抗
力
の
な
い
人（
高

齢
者
、
過
労
・
栄
養
不
良
・
他
の

病
気
に
よ
り
体
力
が
低
下
し
て
い

る
人
な
ど
）は
注
意
が
必
要
で
す
。

♥
発
病
予
防
の
た
め
に

　
発
病
予
防
の
た
め
に
は
、
免
疫

力
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
規
則
正

し
い
生
活
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
と
十
分
な
睡
眠
、
適
度
な
運
動

な
ど
が
大
切
で
す
。

♥
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切

　
他
の
人
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め

に
も
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
重

要
で
す
。
定
期
的
に
健
康
診
断
を

受
け
、
風
邪
の
よ
う
な
症
状
が
長

く
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
病
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
65
歳
以
上
の
人
は
、
市
の
実
施

  

10
月
１
日
か
ら
定
期

  

予
防
接
種
と
な
る
も
の

  

結
核
の
予
防
と

  

早
期
治
療

　
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
人
も

　
対
象
で
、１
回
接
種
と
し
ま
す
。

　
（
こ
の
経
過
措
置
は
、
平
成
27
年

　
度
以
降
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

▽
接
種
回
数

　
２
回
接
種
（
3
月
以
上
の
間
隔

を
お
く
）

※
２
回
目
の
接
種
が
生
後
36
月
を 

　
超
え
る
場
合
は
、
２
回
目
の
接  

　
種
は
し
ま
せ
ん
。

▽
標
準
的
な
接
種
期
間　
生
後
12

　
月
か
ら
生
後
15
月
に
至
る
ま
で

　
に
初
回
接
種
（
１
回
）、
追
加

　
接
種
は
初
回
接
種
終
了
後
6
月

　
か
ら
12
月
に
至
る
ま
で
の
間
隔

　
を
お
い
て
接
種
（
１
回
）

▽
接
種
費
用　
無
料

※
す
で
に
水
痘
に
罹
っ
た
こ
と
の

　
あ
る
人
は
、接
種
対
象
外
で
す
。

※
任
意
接
種
と
し
て
、
す
で
に
水

　
痘
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た

　
こ
と
が
あ
る
人
は
、
任
意
接
種

　
を
受
け
た
回
数
を
定
期
接
種
の

　
回
数
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

♥
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

▽
対
象

　

・
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度

　
ま
で
の
間
は
、
各
当
該
年
度
内
に

　
65
、
70
、
75
、
80
、
85
、
90
、

　
95
、
１
０
０
歳
と
な
る
人

　

・
１
０
１
歳
以
上
の
人
（
平
成
26

　
年
度
限
り
で
、
平
成
27
年
度
以

　
降
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

　

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
あ
っ

　
て
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼

　
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

　
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

　
機
能
に
障
害
を
有
す
る
人

※
任
意
接
種
と
し
て
、
す
で
に
肺

　
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
ポ
リ
サ
ッ

　
カ
ラ
イ
ド
）
の
接
種
を
受
け
た

　
こ
と
が
あ
る
人
は
、
対
象
外
で

　
す
。
特
に
、過
去
５
年
以
内
に
、

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン（
ポ
リ
サ
ッ

　
カ
ラ
イ
ド
）を
接
種
し
た
人
は
、

　
同
剤
の
接
種
に
よ
り
注
射
部
位

　
の
疼
痛
な
ど
副
反
応
が
強
く
発

　
現
し
ま
す
の
で
、
再
接
種
し
な

　
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
平
成
31
年
度
以
降
の
対
象
者
に

　
つ
い
て
は
、
改
め
て
国
が
検
討

　
す
る
予
定
で
す
。

▽
接
種
回
数　
1
回
接
種
（
肺
炎

　
球
菌
ワ
ク
チ
ン
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
）

▽
接
種
費
用　
検
討
中

す
る
結
核
肺
が
ん
検
診
を
必
ず
受

け
ま
し
ょ
う
。


